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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、高齢者は主体的で生き生きした発達を成し遂げる存在であり、その発達を支援

する生活環境を提供すべきであるという考え方に立って、１）生活環境心理学、２）生活環境

論、３）環境生理学、４）バイオメカニクスの４つのアプローチを実施した。 

 １）では、施設関係者と共同して「主体的で生き生きとした発達を支援する生活環境づくり

の基本指針」を提案した。２）住環境では住環境の改善によって動作の改善や生活意欲が向上

するかを、食分野では味覚のメカニズムを、衣分野では高齢者おむつと生活意欲との関係から

検討した。３）では、高齢者の環境移行にともなう身体・心理社会的能力がどのように変化す

るかを明らかにし、転倒予防や環境移行のあり方を探った。４）では、主体的な発達を促進す

る福祉機器の工学的工夫に関する研究を行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 From a standpoint that the elderly can achieve proactive and lively development and that 
a living environment to support the development is to be provided, this study has taken four 
approaches: 1. psychology for living environment, 2. living environmental sciences, 3. 
environmental physiology, 4. biomechanics.  
 As to the first approach of phycology for living environment, with collaboration from those 
who are engaged in nursing facilities, the study proposes "guiding principles for the 
creation of a living environment which supports proactive and lively development of the 
elderly". In the second approach, the research examines whether improvement on housing 
condition helps the elderly’s movements or increase their motivation for life. It also explores 
the mechanism of taste on eating environment and the correlation between adult diapers 
and the motivation for life on clothing environment. For the third approach of 
environmental physiology, the study clarifies how physical and psychological social 
competence of the elderly changes as their environmental transition, and explores how 
prevention of falling should be done and the way environmental transition should be. In 
the aspect of the fourth approach of biomechanics, engineering innovation for welfare 
devices has been researched, which helps promote proactive development. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００８年度 7,000,000 2,100,000 9,100,000 

２００９年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

２０１０年度 2,600,000 780,000 3,380,000 

年度  

  年度  

総 計 13,000,000 3,900,000 16,900,000 

研究分野：総合領域 



科研費の分科・細目：生活科学・生活科学一般 
キーワード：高齢者生活 
 
１．研究開始当初の背景 

 これまで、社会福祉法人成光苑を拠点に、

ユニットケア型施設の立ち上げに共同参画

しながら、施設内環境づくりやケアワーカー

の研修プログラムづくりを行ってきた（基盤

研究 B(1)平成 13-15 年度、基盤研究(B)平成

17-19 年度）。これらの研究をベースに、成光

苑が経営する介護付高齢者住宅や特別養護

老人ホーム、地域に分散する多機能施設を研

究フィールドにして、高齢者が最期まで生き

生きと発達を成し遂げられる生活環境のあ

り方を発達環境学的に検討していくこと研

究課題とした。 

 
２．研究の目的 
 本研究では、高齢者の発達をこれまでとは
まったく違うフレームワークからとらえ、高
齢者は主体的で生き生きした発達を成し遂
げる存在であり、その発達を支援する生活環
境を提供すべきであるという考え方に立っ
て、１）生活環境心理学、２）生活環境論、
３）環境生理学４）バイオメカニクスの４つ
のアプローチから発達環境学的に接近する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 社会福祉法人成光苑グループのいくつか
の高齢者施設において参与観察を行いなが
ら、施設関係者と共同して「主体的で生き生
きとした発達を支援する生活環境づくりの
基本指針」を作成する（城・近藤）。住環境
分野では、住環境での住宅材料や福祉器具な
どの設置にともなってどのように動作の改
善や生活意欲が向上するかを検討する（青
木）。食環境分野では、食環境と生活意欲と
の関連を、衣環境分野では、衣服行動と生活
意欲との関係を検討していく（白杉・井上）。
バイオメカニクス分野では、福祉機器の工学
的問題点を洗い出し、主体的な発達を促進す
る福祉機器の工学的工夫を提言する（矢野）。 
 いずれも３年間にわたって福祉施設職員
と共同研究会を行いながら、現場の状況とそ
こでの課題をヒアリングしながらそれを研
究成果として取り入れていった。 
４．研究成果 
４−１. 各年度毎の研究成果 
【平成２０年度】 
 １） 生活環境心理学的アプローチ 
 社会福祉法人成光苑グループ内の介護付
き高齢者住宅やユニットケア型特別養護老
人ホーム、及び地域に根ざした多機能施設な
どにおいて参与観察を行いながら、施設関係
者と共同して「主体的で生き生きとした発達

を支援する生活環境づくりの基本指針」を検
討した。 
２） 生活環境論的アプローチ 

 住分野では、住環境や住宅材料などの変化
にともなってどのように動作の改善や生活
意欲が向上するかを検討した。食分野では、
食環境と生活意欲との関連を、衣分野では、
衣服行動と生活意欲との関係を検討した（青
木・白杉・井上）。 
３） 環境生理学的アプローチ 

同時に高齢者の環境移行にともなう身体・心
理社会的能力がどのように変化するかを明
らかにし、転倒予防や環境移行のあり方を探
った（城・近藤・岡田）。 
４） バイオメカニクス的アプローチ 

 福祉機器の工学的問題点を洗い出し、主体
的な発達を促進する福祉機器の工学的工夫
を検討した（矢野）。 
【平成２１年度】 
 １） 生活環境心理学的アプローチ 
 神戸市内の福祉施設６施設 404名を対象に
施設入所者の ADLと水分摂取に関する調査を
実施し、水分摂取量の違いが ADL の違いに大
きく関与している事実を確認した。生き生き
と生活するためには毎日の十分な水分摂取
が不可欠であることを明らかにした。（城、
近藤）。 
２） 生活環境論的アプローチ 

 住分野では、住環境や住宅材料などの変化
にともなってどのように動作の改善や生活
意欲が向上するかを検討した。食分野では、
食環境と生活意欲との関連を、衣分野では、
衣服行動と生活意欲との関係を検討した（青
木・白杉・井上）。 
３） 環境生理学的アプローチ 

 高齢者の環境移行にともなう身体・心理社
会的能力がどのように変化するかを明らか
にし、転倒予防や環境移行のあり方を探った
（城・近藤・岡田）。 
４） バイオメカニクス的アプローチ 

 ドイツのデュッセルドルフで開催された
福 祉 機 器 展 に お い て 日 独 フ ォ ー ラ ム
REHACARE2009 に参加し、福祉用具の認可シ
ステムや安全性とその評価に関する日独比
較を通じて、福祉用具を取り巻く環境の違い
を討論した（城、矢野、岡田）。また、福祉
機器の工学的問題点を洗い出し、主体的な発
達を促進する福祉機器の工学的工夫を検討
した（矢野、岡田）。 
【平成２２年度】 
 １） 生活環境心理学的アプローチ 
 前年度に引き続き施設入所者の ADLと水分
摂取に関する調査を実施し、水分摂取量の違
いが入所者の生き生き度の違いに大きく関



与している事実を確認した。生き生きと生活
するためには毎日の十分な水分摂取が不可
欠であることを再度確認した（城、近藤）。  
 ２） 生活環境論的アプローチ 
 住分野では、住環境や住宅材料などの変化
にともなってどのように動作の改善や生活
意欲が向上するかを検討した。食分野では、
味覚のメカニズムを、衣分野では高齢者おむ
つと生活意欲との関係を検討した（白杉・井
上）。 
 ３） 環境生理学的アプローチ 
 高齢者の環境移行にともなう身体・心理社
会的能力がどのように変化するかを明らか
にし、転倒予防や環境移行のあり方を探った
（城・近藤・岡田）。 

４） バイオメカニクス的アプローチ 
 フットウェアによる転倒予防方策や主体
的な発達を促進する福祉機器の工学的工夫
に関する研究を論文や学会で発表した（矢野、
岡田）。 
４−２. 介護職員との協同研究成果 
【平成２０年度】 
 2008 年７月から 2009 年１月まで、７回に
わたって摂津市内の社会福祉法人成光苑「摂
津さくら苑」と摂津市福祉協議会との共催で、
「高齢者の発達を支援する環境づくり」と題
して地域公開講座を開催し、本研究の各分野
の担当者を派遣し討議を深めた。 
第１回地域公開講座 
 2008 年 7月 5日（土）14：00〜16：00 
 「高齢者の発達を支援する環境づくり」神
戸大学教授 城仁士 
第２回地域公開講座 
 2008 年 8月 23 日（土）14：00〜16：00 
 「高齢者と住宅材料」神戸大学教授 青木
務 
第３回地域公開講座 
 2008 年 9月 13 日（土）14：00〜16：00 
 「生活を豊かにする高機能テキスタイル」
神戸大学准教授 井上真理 
第４回地域公開講座 
 2008 年 10 月 18 日（土）14：00〜16：00 
 「高齢期での寒さ・暑さへの備えと心がま
え」神戸大学教授 近藤徳彦 
第５回地域公開講座 
 2008 年 11 月 15 日（土）14：00〜16：00 
 「食を楽しむ」神戸大学教授 白杉（片岡）
直子・アニーズテーブルクリエイト代表 牧
信江 
第６回地域公開講座 
 2008 年 12 月 13 日（土）14：00〜16：00 
 「転倒の発生要因とその予防について」神
戸大学教授 岡田修一 
第７回地域公開講座 
 2009 年 1月 24 日（土）14：00〜16：00 
 「骨の強さと力について考える」神戸大学
教授 矢野澄雄 

【平成２１年度】 
 2009 年 5月から 2009 年 11 月まで、７回に
わたって高知県南国市の老人保健施設「夢の
里」と南国市福祉協議会との共催で、「高齢
者の主体的で生き生きとした発達を支援す
る環境づくり」と題して研究講演会を開催し
た。研究資料「do for から do with へ」を
用いて各分野の担当者により討議を深めた。 
第１回研究講演会 
 2009 年 5月 30 日（土）14：00〜17：00 
 「do for から do with へ ＆ アロマテ
ラピーの世界」神戸大学教授 城仁士・ミン
ティナチュラルレメディズ学院大阪校講師 
川上智美 
第２回研究講演会 
 2009 年 6月 27 日（土）14：00〜17：00 
 「生活を豊かにする高機能テキスタイル」
神戸大学准教授 井上真理 
第３回研究講演会 
 2009 年 8月 1日（土）14：00〜17：00 
 「転倒の発生要因とその予防について」神
戸大学教授 岡田修一 
第４回研究講演会 
 2009 年 8月 29 日（土）14：00〜17：00 
 「高齢者と住宅材料」神戸大学教授 青木
務 
第５回研究講演会 
 2009 年 9月 26 日（土）14：00〜17：00 
 「食生活を楽しむ＆テーブルコーディネー
ト」神戸大学教授 白杉（片岡）直子・アニ
ーズテーブルクリエイト代表 牧信江 
第６回研究講演会 
 2009 年 10 月 24 日（土）14：00〜17：00 
 「骨の強さと力について考える＆健康体
操」神戸大学教授 矢野澄雄・神戸大学大学
院生 大下和茂 
第７回研究講演会 
 2009 年 11 月 28 日（土）14：00〜17：00 
 「高齢期での寒さ・暑さへの備えと心がま
え」神戸大学教授 近藤徳彦 
【平成２２年度】 
 2010 年 3 月から 2011 年 3 月まで、７回に
わたって京都府綾部市の第二松寿苑との共
催で、「高齢者の主体的で生き生きとした発
達を支援する環境づくり」研究会を開催した。
研究資料「do for から do with へ」を用い
て施設従事者と専門討議を深めた。 
 開催場所 第２松寿苑 多目的ホール おあ
しす（京都府綾部市田野町田野山2-163）                     
第１回研究会  
2010年3月25日(木) 午後18時15分～19時45分  
 「do for から do with へ」（ナカニシヤ  
 出版）第１章を読んでのグループ討議 
第２回研究会 
5月24日（月）午後18時15分～19時45分  
 「do for から do with へ」第４章を読ん 
 でグループ討議。（住環境学青木務担当） 



第３回研究会 
7月29日（木）午後18時15分～19時45分  
 「do for から do with へ」第４章を読ん 
 でグループ討議（衣環境学井上真理担当） 
第４回研究会 
9月24日（金）午後18時15分～19時45分  
 「do for から do with へ」第５章を読ん
でグループ討議（転倒問題岡田修一） 
第５回研究会 
11月18日（木）午後18時15分～19時45分    
 「do for から do with へ」第５章を読ん
でグループ討議（温度環境近藤徳彦担当） 
第６回研究会 
2011年1月21日(金) 午後18時15分～19時45分    
 全国社会福祉施設経営者協議会会長高岡國
士氏による「これからの高齢者福祉施策」講
演 
第７回研究会 
2011年3月22日(火) 午後18時15分～19時45分    
 「do for から do with へ」第７章を読ん
でグループ討議（主に看護に関する悩みなど） 
 
 さらにこれまでの研究成果を2011年 2月1
日（火）〜2 月 2 日（水）に長崎大学との共
同研究会で発表し、高齢者の発達に環境的支
援がいかに重要であるかを協議した（城、青
木）。 
 
４−３. 海外研修の成果 
【平成２０年度】 
 イギリスでの高齢者医療と介護の動向を
調査し、高齢者の生活ケアの現状を把握する
とともに、認知症に遅延効果があるとされる
環境づくりの現状を視察した（城、井上、矢
野）。また、福祉機器の工学的問題点を洗い
出し、主体的な発達を促進する福祉機器の工
学的工夫を検討した（矢野）。 
【平成２１年度】 
ドイツのデュッセルドルフで開催された福
祉 機 器 展 に お い て 日 独 フ ォ ー ラ ム
REHACARE2009 に参加し、福祉用具の認可シ
ステムや安全性とその評価に関する日独比
較を通じて、福祉用具を取り巻く環境の違い
を討論した（城、矢野、岡田）。 
【平成２２年度】 
 2010 年 9月 15日〜18日において中国青島
市内にある２つの高齢者福祉施設を訪問し、
中国における福祉サービスの現状を視察し
た（城、青木）。 
 
５．主な発表論文等 
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